
Ⅰ．はじめに

　Acacia auriculiformis A.cunn.ex Benth. は，主にオーストラリ

ア北部およびパプアニューギニア南部に天然分布し，迅速な初期

成長，高い立地適応性および優良な材質から，パルプ，製材品，

木炭，薪などの原材料として，東南アジア，インドなどで重要な

林業樹種である（2）。

　本種の育種は，これまで各地で産地導入試験や次世代検定試験

などが行われ，それらの成果も報告されつつある（4，6，7，10）。

今後，さらなる育種効果を期待するのであれば，クローン採種園

の造成，あるいはクローン品種の利用などクローンの活用が考え

られる。また，近年，本種と Acacia mangium Willd. との種間雑

種は，東南アジアで盛んに造林されており（3），本種間雑種を

効果的に利用するためにも，効率的に雑種を生産できるクローン

交配園の造成，あるいはクローン品種の利用などクローンの活用

が求められる。

　そこで本研究では，本種の効率的なクローン増殖技術の開発と

して，空中とり木（以下，とり木）をとり上げ，母株の樹型が発

根率および発根に要する期間（以下，発根期間）に及ぼす影響に

ついて検討した。

Ⅱ．材料と方法

　試験地は沖縄県西表島に設置されている林木育種センター熱帯

林育種技術園（以下，技術園）である。年平均気温および年降水

量は技術園の最寄りの大原アメダス気象観測記録（１９７９年～２０００

年）によると２３．６℃および２２２４mmである（ウェブサイト，

http://www.jma.go.jp）。西表島の気候は湿潤な海洋性亜熱帯気

候に属する（8）。

　母株の樹型がとり木の発根率および発根期間に及ぼす影響を把

握するために，高さ約１mで断幹し低台に仕立てた樹型（以下，

低台樹型），および全く手を加えない通常の樹型（以下，自然樹

型）の２つの樹型を用いて試験を行った（図－１）。　

　供試個体は本種の天然分布域から広く収集した９系統の種子を

技術園において発芽させたもので，樹齢８年生である。なお，本

研究では同一地点における複数の母樹由来の自然受粉家系群を

「系統」とした。供試した枝は低台樹型，および自然樹型におい

て，それぞれ９系統２５個体から選定した２０９枝，および９系統３２

個体から選定した２０７枝である。

　試験期間は２００４年１０月から翌年の７月までの約９ヶ月間である。

２００４年１０月に樹冠上部の勢いのある枝にとり木の処理を行い，そ

の後，全ての枝が発根もしくは枯死するまで，約１ヶ月間隔で発

根の有無を記録した。

　発根率についての解析は，各個体の発根率を用い樹型および系

統を要因とする分散分析を行った。その際，各個体の発根率は以

下の式を用いて変数変換を行った（5）。ただし， xは発根した枝

数，nは供試枝数である。

　

　θ=   arcsin +arcsin  1 2
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図－１．低台樹型（左）および自然樹型（右）



発根期間についての解析は，各個体の発根期間を用い樹型および

系統を要因とする分散分析を行った。なお，個体内における各枝

の発根期間の相加平均を，各個体の発根期間とした。

Ⅲ．結果

　とり木の発根率についての分散分析の結果，樹型間に有意な差

が認められ，系統間に有意な差が認められなかった。また，樹型

と系統の交互作用は認められなかった。分散分析の結果を表－１

に示した。

　系統別の平均発根率は，全ての系統で低台樹型のそれが自然樹

型のそれを上回った。各個体の平均発根率は低台樹型および自然

樹型で，それぞれ９８±６％（平均±標準偏差，以下同様とする）

および７０±２５％であった。また，低台樹型では全ての系統で，各

個体の発根率は安定して高い値を示した。各系統の平均発根率を

樹型および系統別に表－２に示した。

　とり木の発根期間についての分散分析の結果，樹型間および系

統間に有意な差が認められ，樹型と系統の交互作用は認められな

かった。分散分析の結果を表－３に示した。

　系統別の平均発根期間は，全ての系統で低台樹型のそれが自然

樹型のそれより短くなった。各個体の平均発根期間は低台樹型お

よび自然樹型で，それぞれ１１２±３０日および１５０±３６日であった。

各系統の平均発根期間を樹型および系統別に表－４に示した。 

Ⅳ．考察

　本種のとり木を用いたクローン増殖においては，これまでにと

り木の発根率と樹齢との関係を検討した研究が行われ，本研究と

同じ樹齢８年生における発根率が６８±１８%であったことが報告さ

れている（1）。この発根率は本研究の自然樹型におけるそれと

ほぼ同値である（表－２）ことから，樹齢８年生の通常の樹型で

は発根率はこの程度であると推定される。これに対し，本研究の

低台樹型における発根率は，平均で９８±６%と自然樹型におけ

るそれに比して高く，天然分布域から広く収集した，全ての系統

の全ての個体で安定した高い値を示した（表－１，２）。また，発

根期間においても自然樹型のそれに比して平均で１ヶ月以上の短

縮が見られた（表－３，４）。このように，本種では母株の樹型を

低台に仕立てることで，とり木の発根率を向上させ，しかも発根

期間を短縮できることがわかった。

　とり木を用いて実用的なクローン増殖を考えるのであれば，高

所における作業効率性の低下などを考慮し，母株の樹型は低台に

仕立てることが想定される。本研究ではこの想定される樹型にお

いて，とり木の発根率を向上させ，しかも発根期間を短縮できた。

このことは，さし木など幾つかあるクローン増殖手法において，

とり木が一つの選択肢となり得る可能性を示唆するものである。

　ところで，本種を含むアカシア属において，とり木により増殖

したクローンは，植栽後早期に着花することが報告されている

（9）。このことから，とり木により増殖したクローンは，採種園

および交配園の材料に適している可能性がある。しかし，着花特

性において低台樹型から得られたクローンは，通常の樹型から得

られたクローンと異なる可能性があることから，今後，低台樹型

から得られたクローンの着花特性を検証する必要があろう。また，

採種園および交配園の材料として利用するばあい，クローン化さ

れたものを再増殖することが必要である。しかし，本研究の供試

個体は実生由来であることから，今後，クローンの母株において

も，樹型を低台に仕立てることで，実生由来の母株と同様の結果

が得られるかを検証する必要があろう。
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表－１．分散分析の結果

F値平均平方自由度

＊＊６１．２００．６７１２１樹型

１．４２０．０２４３８系統
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０．０１７１３９誤差

＊＊：有意水準１％

表－２．系統別のとり木の平均発根率

自然樹型低台樹型
系統

平均発根率＊個体数平均発根率＊個体数

６９±３２％５９４±９％２Ⅰ

６８±２５％６１００±０％３Ⅱ

８７±１４％５１００±０％２Ⅲ

６６±２５％３１００％１Ⅳ
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表－４．系統別のとり木の平均発根期間

自然樹型低台樹型
系統

平均発根期間＊個体数平均発根期間＊個体数

１１５±４０日５１１３±７１日２Ⅰ
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＊平均±標準偏差，＊＊：各個体の平均値

表－３．分散分析の結果
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＊２．５０８２３８系統
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３３０３９誤差

＊：有意水準５％，＊＊：有意水準１％
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